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「キラリやまもと！
　みんなでつくる笑顔あふれるまち」
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東北最大級のとうもろこし畑の巨大迷路

　コロナ禍で失われてしまった子どもた
ちの夏の思い出づくりを何とかしたいと
始まった飼料用とうもろこし畑を使った
巨大迷路イベントです。涌谷町の新たな
風物詩を目指して4回目を迎える今回も
約1.8ヘクタールの巨大迷路が出現しま
す。開催日は、８月３日（土）４日（日）の
２日間を予定しています。



町村長を代表して要望する齋会長

村井嘉浩宮城県知事

宮城県町村会のうごき
　

５
月
31
日
、
江
陽
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に

お
い
て
、
宮
城
県
主
催
の
市
町
村
長
会
議

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
会
か
ら
は
齋
清

志
会
長
を
は
じ
め
21
町
村
長（
代
理
出
席

含
む
）が
出
席
い
た
し
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　

　

席
上
、
町
村
長
を
代
表
し
て
齋
会
長
が

村
井
嘉
浩
宮
城
県
知
事
に
対
し
て
要
望
し

た
事
項
お
よ
び
そ
れ
に
対
す
る
知
事
の
回

答
要
旨
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

①
　
自
治
体
間
の
格
差
拡
大
に
つ
い
て

　

町
村
で
は
、
人
口
規
模
や
産
業
構
造
が

そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
中
で
各
種
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
て
い
る
が
、
そ
の
財
源
に
つ

い
て
財
政
力
が
弱
い
町
村
に
お
い
て
は
中

長
期
に
わ
た
っ
て
安
定
し
た
財
源
の
確
保

が
難
し
い
状
況
に
あ
る
。
住
民
に
と
っ
て

利
便
性
の
高
い「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
利
用

し
た
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
」や
子
育

て
世
帯
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
に
繋
が
る

「
小
中
学
校
の
学
校
給
食
無
償
化
」、
ま
た
、

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
の
端
末
等
機
器
類
の

更
新
や
教
員
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ス
キ
ル
に
つ
い
て
、

自
治
体
間
で
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
差
が
広
が

ら
な
い
よ
う
に
国
が
責
任
を
も
っ
て
対
応

す
る
と
と
も
に
、
県
に
お
い
て
は
安
定
し

た
財
源
を
確
保
す
る
こ
と
。

【
知
事
回
答
要
旨
】

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
た
コ

ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
大

変
利
便
性
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
一
方

で
、
維
持
管
理
経
費
等
の
負
担
に
よ
り
自

治
体
間
で
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
差
が
生
じ
な

い
よ
う
、
国
に
対
し
て
自
治
体
Ｄ
Ｘ
の
推

進
に
係
る
支
援
を
拡
充
す
る
よ
う
働
き
か

け
て
い
く
。
学
校
給
食
費
に
つ
い
て
も
、

全
額
国
庫
負
担
に
よ
る
措
置
を
要
望
し
て

お
り
、
国
の
動
向
に
注
視
し
て
い
く
。
児

童
生
徒
用
端
末
更
新
費
用
に
つ
い
て
は
、

県
が
中
心
と
な
っ
て
行
う
共
同
調
達
に
よ

り
調
達
経
費
削
減
を
図
る
。
教
員
の
Ｉ
Ｃ

Ｔ
ス
キ
ル
の
向
上
に
つ
い
て
は
、
各
種
研

修
の
実
施
の
ほ
か
、
今
年
度
か
ら
新
た
に

市
町
村
へ
学
び
の
Ｄ
Ｘ
推
進
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
を
派
遣
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

②
　
観
光
振
興
と
宿
泊
税
に
つ
い
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り

大
き
く
落
ち
込
ん
だ
観
光
需
要
は
、「
宿
泊

割
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」と
い
っ
た
旅
行
支
援

の
実
施
や
訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
増
加
な

ど
に
よ
り
回
復
基
調
に
あ
る
が
、
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
り
観
光
業
か
ら
離
れ
た
労
働
者
は

依
然
と
し
て
戻
ら
ず
、
人
手
不
足
が
顕
著

に
な
っ
て
い
る
。
観
光
需
要
の
回
復
を
進

め
て
い
く
た
め
に
は
、
町
村
の
豊
か
な
自

然
・
多
様
な
文
化
・
特
色
あ
る
観
光
資
源

を
活
か
し
な
が
ら
、
旅
行
者
の
受
け
入
れ

環
境
整
備
や
誘
客
の
強
化
な
ど
を
推
し
進

め
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
広
域
的
に

連
携
し
な
が
ら
観
光
地
域
づ
く
り
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
受
け
皿
と
な
る
観
光
業

従
事
者
の
人
材
確
保
に
向
け
た
支
援
を
す

る
こ
と
。
ま
た
、
現
在
導
入
検
討
中
の
宿

泊
税
に
つ
い
て
は
、
宿
泊
事
業
者
の
理
解

が
得
ら
れ
る
よ
う
最
大
限
の
努
力
を
図
る

と
と
も
に
、
条
例
案
を
提
出
す
る
際
に
は
、

国
内
外
か
ら
宿
泊
者
の
増
加
に
つ
な
が
る

事
業
や
市
町
村
の
広
域
的
連
携
に
よ
る
観

光
振
興
施
策
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
も
支

援
す
る
こ
と
。

【
知
事
回
答
要
旨
】

　

観
光
需
要
の
本
格
的
な
回
復
に
向
け

て
、
今
年
度
は
歴
史
的
資
源
を
活
用
し
た

観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
展
開
や
宮
城
オ
ル

レ
、
宮
城
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
サ
ミ
ッ
ト
の
開

催
等
に
よ
り
、
国
内
外
か
ら
の
誘
客
を
図

っ
て
い
く
。
ま
た
、
宿
泊
施
設
に
お
け
る

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
導
入
等
に
よ
り
、

観
光
人
材
の
育
成
確
保
を
強
化
し
て
い

く
。
な
お
、
宿
泊
税
の
導
入
に
あ
た
っ
て

は
、
引
き
続
き
丁
寧
な
説
明
に
努
め
る
と

と
も
に
、
税
収
を
活
用
し
た
広
域
観
光
振

興
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
く
。

③
　
人
口
減
対
策
に
つ
い
て

　

先
般
、
有
識
者
で
つ
く
る
人
口
戦
略
会

議
に
お
い
て
、
新
た
な
地
域
別
将
来
推
計

人
口
に
基
づ
く「
消
滅
可
能
性
自
治
体
」リ

ス
ト
が
公
表
さ
れ
た
が
、
国
内
の
総
人
口

が
減
少
す
る
中
に
あ
っ
て
、
町
村
は
安
心

し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
持
続
可
能
な

社
会
を
実
現
す
る
た
め
、
人
口
減
少
の
対

応
や
独
自
の
地
域
づ
く
り
に
懸
命
に
取
り

組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
地
方
の
人

口
減
少
の
要
因
は
東
京
圏
へ
の
一
極
集
中

と
少
子
化
で
あ
り
、
町
村
の
努
力
だ
け
で

抜
本
的
な
改
善
を
図
ら
れ
る
も
の
で
は
な

い
た
め
、
ま
ず
は
国
全
体
と
し
て
こ
れ
ま

で
の
政
策
を
検
証
し
、
効
果
的
な
対
策
を

講
じ
る
と
と
も
に
、
県
と
し
て
も
国
と
力

を
合
わ
せ
て
持
続
可
能
を
目
指
す
町
村
の

取
り
組
み
に
対
し
て
一
層
の
支
援
を
す
る

こ
と
。

【
知
事
回
答
要
旨
】

　

人
口
減
対
策
に
つ
い
て
は
、
国
が
抜
本

的
な
自
然
減
対
策
と
東
京
一
極
集
中
の
是

正
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
地
方
は
働
き

や
す
く
子
育
て
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
に

取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。
県
で
は
今
年
度

か
ら
少
子
化
対
策
支
援
市
町
村
交
付
金
の

補
助
上
限
引
き
上
げ
や
メ
ニ
ュ
ー
拡
充
を

し
た
と
こ
ろ
で
、
引
き
続
き
市
町
村
と
力

を
合
わ
せ
、
人
口
減
少
対
策
に
力
を
尽
く

し
て
い
く
。

宮
城
県
主
催
　
市
町
村
長
会
議



講師の住吉夕起や参与
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町
村
会
日
誌

５
月

▼
14
日　

	

政
務
委
員
会
幹
事
会

	

（
宮
城
県
自
治
会
館
）

▼
24
日　

	

行
政
課
題
研
修
Ⅰ

	

（
宮
城
県
自
治
会
館
）

６
月

▼
６
日　
　
消
防
実
務
・
事
務
担
当
者
研

修
会（
宮
城
県
自
治
会
館
）

▼
７
日　
　
災
害
共
済
事
業
担
当
者
会
議

（
宮
城
県
自
治
会
館
）

▼
17
日　

	

宮
城
県
町
村
会
監
事
会

	

（
宮
城
県
自
治
会
館
）

▼
18
日　

	

北
海
道
東
北
六
県
町
村
会

事
務
局
長
会
議

	

「
町
村
の
振
興
を
考
え
る

会
」（
全
国
町
村
会
館
）齋
会

長
出
席

▼
19
日　

	

全
国
自
治
協
会
評
議
員
会

全
国
町
村
会
政
務
調
査
会

全
国
町
村
会
理
事
会

	

都
道
府
県
町
村
会
長
会

	

全
国
町
村
職
員
生
活
協
同

組
合
総
代
会(

全
国
町
村
会

館
）齋
会
長
出
席

▼
20
・
21
日　
北
海
道
東
北
六
県
災
害
共
済

担
当
部
課
長
会
議

	

（
Ｊ
Ａ
Ｌ
シ
テ
ィ
仙
台
）

▼
25
日　

	

正
副
会
長
会
議
、
町
村
長

会
議
、
政
務
委
員
会

	

（
宮
城
県
自
治
会
館
）

▼
27
・
28
日　
北
海
道
東
北
六
県
町
村
会
会

長
会
議（
秋
田
県
）齋
会
長

出
席

  
災
害
共
済
事
業
担
当
者
会
議

　

６
月
７
日
、
宮
城
県
自
治
会
館
に
お
い

て
、
令
和
６
年
度
災
害
共
済
事
業
担
当
者

会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

各
市
町
村
や
一
部
事
務
組
合
の
共
済
事

務
担
当
者
な
ど
の
出
席
に
よ
り
開
催
さ
れ

た
会
議
で
は
、
①
全
国
町
村
職
員
生
活
協

同
組
合
の
各
共
済
事
業（
火
災
共
済
・
自

動
車
共
済
・
特
定
疾
病
保
険
・
生
活
総
合

保
険
）②
職
員
個
人
年
金
共
済
③
職
員
任

意
共
済（
生
命
・
医
療
・
収
入
補
償
）保
険

④
非
常
勤
職
員
公
務
災
害
補
償
保
険
⑤
自

治
体
委
託
業
務
等
災
害
補
償
保
険
⑥
職
員

団
体
生
命
共
済（
弔
慰
金
）⑦
ジ
ブ
ラ
ル
タ

生
命
保
険
⑧
公
有
建
物
・
自
動
車
共
済
事

業
⑨
総
合
賠
償
補
償
保
険
⑩
災
害
対
策
費

用
保
険
の
制
度
の
概
要
な
ど
に
つ
い
て
説

明
し
ま
し
た
。

 

仙
台
空
港
鉄
道
に
ポ
ス
タ
ー
を

掲
示
し
て
い
ま
す
！

　

仙
台
空
港
鉄
道
株
式
会
社
様
に
ご
協
力

い
た
だ
き
、
仙
台
空
港
ア
ク
セ
ス
線
の
連

絡
通
路
に
て
月
替
わ
り
で
各
町
村
の
広
告

ポ
ス
タ
ー
を
掲
出
し
て
お
り
ま
す
。

　

仙
台
空
港
ア
ク
セ
ス
線
を
ご
利
用
の
際

は
ぜ
ひ
一
度
足
を
止
め
て
、
各
町
村
の
魅

力
が
詰
ま
っ
た
ポ
ス
タ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

 

行
政
課
題
研
修
Ⅰ

　

５
月
24
日
、
宮
城
県
自
治
会
館
に
お
い

て
、
令
和
６
年
度
行
政
課
題
研
修
Ⅰ
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

研
修
は
、
各
市
町
村
の
面
接
試
験
担
当

課
長
な
ど
39
名
が
参
加
し
、
面
接
の
実
践

を
支
え
る
基
本
的
事
項
に
つ
い
て
の
研
修

を
行
い
ま
し
た
。

　

講
師
の
公
益
財
団
法
人
日
本
人
事
試
験

研
究
セ
ン
タ
ー
・
吉
住
夕
起
や
事
務
局
参

与
か
ら
、
面
接
試
験
の
基
本
的
な
知
識
、

適
切
な
質
問
や
的
確
な
評
価
を
行
う
た
め

に
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
の
説
明
と
、
ロ

ー
ル
プ
レ
イ
形
式
の
研
修
を
行
い
ま
し

た
。

  

今
年
度
か
ら
初
め
て
面
接
試
験
に
携
わ

る
参
加
者
が
多
か
っ
た
中
、
参
加
者
か
ら

は
、「
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
を
通
じ
て
、
面
接
試

験
内
で
適
切
な
評
価
に
繋
が
る
回
答
を
引

き
出
す
こ
と
の
難
し
さ
を
実
感
し
た
」と

の
感
想
が
あ
る
な
ど
、
充
実
し
た
研
修
と

な
り
ま
し
た
。

 

み
や
ぎ
の
21
町
村

応
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

宮
城
県
町
村
会
で
は
、
県
内
21
の
町
や

村
に
実
際
に
訪
れ
、
観
光
や
イ
ベ
ン
ト

等
の
体
験
を
通
し
て
、
そ
の
地
域
に
し
か

な
い
魅
力
を
深
く
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の

き
っ
か
け
づ
く
り
と
し
て
、
本
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
を
実
施
い
た
し
ま
す
。
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
に
参
加
さ
れ
た
方
の
中
か
ら
、
抽
選
で

３
０
０
名
に
５
，
０
０
０
円
相
当
の
町
村

特
産
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
い
た
し
ま
す
。

○
応
募
要
件

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
内
に
宮
城
県
内
21

町
村
の
う
ち
、
１
町
村
を
訪
れ
、
税
込
２
，

０
０
０
円
以
上
を
消
費
さ
れ
た
方
。
県
内

在
住
の
方
は
住
所
地
以
外
の
１
町
村
を
訪

れ
て
消
費
さ
れ
た
方
。

○
消
費
対
象

　

各
町
村
で
の
飲
食
費
、
土
産
代
、
宿
泊

費
、
観
光
施
設
等
の
利
用
料
、
拝
観
入
場

料
、
体
験
料
等
。

※
コ
ン
ビ
ニ
や
駐
車
場
料
は
対
象
外
で
す
。

○
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
期
間

　

令
和
６
年
７
月
１
日（
月
）か
ら
令
和
６

年
10
月
31
日（
木
）ま
で

※
応
募
締
切
は
令
和
６
年
11
月
２
日（
土
）

ま
で

○
応
募
方
法

　

宮
城
県
内
21
町
村
の
各
役
場
、
ま
た
は

道
の
駅
な
ど
に
設
置
し
て
あ
る
応
募
用
紙

の
封
筒
を
使
用
し
て
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
務

局
あ
て
に
郵
送
い
た
だ
く
か
、
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
ま
た
は
特
設
ペ
ー
ジ

に
掲
載
の
応
募
フ
ォ
ー
ム
か
ら
ご
応
募
く

だ
さ
い
。

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
特
設
ペ
ー
ジ
：

https://m
achico.m

u/special/
detail/2698



町村通信

こども家庭センター

大條家茶室（完成予想図）

深山山麓少年の森（BMX）
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❖
県
内
21
の
町
村
か
ら
お
伝
え
し
ま
す

「
キ
ラ
リ
や
ま
も
と
！

み
ん
な
で
つ
く
る
笑
顔
あ
ふ
れ
る
ま
ち
」

　

山
元
町
で
は「
町
民
が
主
人
公
の
ま

ち
・
山
元
町
」の
実
現
に
向
け
、
第
６

次
総
合
計
画
実
施
計
画（
後
期
計
画
）

の
初
年
度
と
な
る
今
年
度
は
、
こ
れ

ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
各
種
事
業
を

新
た
な
ス
テ
ー
ジ
へ
と
進
め
る
、
ま

ち
づ
く
り
の「
進
化
の
年
」と
し
て
い

ま
す
。

　

今
年
度
は「
子
育
て
す
る
な
ら
山
元

町
」と
し
て
、
妊
娠
期
か
ら
子
育
て

期
ま
で
切
れ
目
の
な
い
一
体
的
な
相

談
支
援
を
行
う「
こ
ど
も
家
庭
セ
ン

タ
ー
」の
設
置
や
町
内
小
・
中
学
校
児

童
・
生
徒
に
対
す
る
保
護
者
の
経
済

的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め「
小
・
中
学

校
給
食
費
無
償
化
」を
行
い
、
本
町
の

子
育
て
環
境
の
更
な
る
充
実
を
図
り

ま
す
。

　

ま
た
、「
未
来
へ
つ
な
ぐ
山
元
町
」と

し
て
、
町
民
が
誇
り
を
持
っ
て
継
承

し
、
郷
土
愛
の
醸
成
を
図
る
た
め
、

地
域
と
調
和
の
と
れ
た「
町
指
定
文
化

財『
大
條
家
茶
室
』」の
修
復
・
活
用
や

賑
わ
い
と
活
気
に
あ
ふ
れ
る「
深
山
山

麓
少
年
の
森
」の
拡
張
・
改
修
を
行
い
、

交
流
人
口
の
拡
大
と
魅
力
あ
る
地
域

づ
く
り
を
行
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
町
の
将
来
像
の「
キ
ラ
リ

や
ま
も
と
！
み
ん
な
で
つ
く
る
笑
顔

あ
ふ
れ
る
ま
ち
」を
目
指
し
、
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

共 済 事 業 ア レ コ レ

自動車事故にあったときには
自動車を運転していれば、いつ事故に遭うかわかりません。
事故が発生したら以下のような点に注意して焦らずに対処
しましょう。

・けが人・損害の確認と危険防止措置
　けが人がいる場合、速やかに救護し、必要なら救急車を
手配するとともに、事故車を安全な場所に移動させるなど、
路上の危険防止措置を行って下さい。
　その後、損害状況を確認し警察に通報してください。通
報しなかった場合、事故証明書が取得できず対応できない
場合もあります。

・口頭で賠償の約束をしない
　事故の過失割合は過去の判例などを参考に交渉します
が、動いている車同士の事故であればほとんどの場合お互
いに過失が発生します。　　　　
　事故現場で相手への賠償を約束してしまうと、後々の交
渉に差し支える可能性がありますので、ご注意ください。

・事故処理が終わったら
　現場での事故処理が終了したら、休日夜間でも対応可能
な事故受付フリーダイヤルでご連絡ください。受付後は専
属調査員がお相手との示談締結に向けた調査連絡にあたら
せていただきます。

事故受付フリーダイヤル ℡0120-258-459
総務・事業課（共済担当） ℡022-221-9203

　円満な事故解決のため、ご契約者様の適切な初動対応と
迅速な連絡をお願いします。

町村会の予定
  ７７月月　　
　　
　４日	 全国町村会理事会
	 都道府県町村会長会
10日	 全国市町村水産業振興対策協議会	
	 常任理事会（～11日）
14日	 市町村職員採用統一試験（上・中級）
16日	 町村長視察研修（～18日）
30日	 令和７年度政府予算編成並びに施	
	 策に関する要望実行運動－（自由民	
	 主党本部・宮城県関係国会議員）
31日	 令和７年度政府予算編成並びに施	
	 策に関する要望実行運動－
	 （政府関係省庁）

  ８８月月 
　５日	 	 北海道東北六県町村会協議会中央要	
	 	 請活動
　９日	 	 税務課長代表者会議
23日	 	 行政課題研修Ⅲ
27日	 	 政務委員会幹事会

宮
城
町
村
会
だ
よ
り

山
元
町

２
０
２
４
年
６–

７
月
号


